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稲敷市第３次健康プランをもとに稲敷市第３次健康プランをもとに
健康まつりを開催！健康まつりを開催！

稲敷市 地域活性化起業人
下村 一哉 from サントリー

元気だ
わん！

『生涯を元気に暮らせるまち』をめざして『生涯を元気に暮らせるまち』をめざして

立ち上がる稲敷市 !立ち上がる稲敷市 !

なるほどー
ために
なるなー

お酒と健康の
はなし

稲敷を元気にするために来ました！
本市では、民間企業の専門人材
を受け入れる活性化起業人制度
を活用し、現在、㈱サントリー
ホールディングスから下村氏を
迎え、民間の知見を生かした業
務改善や地域活性化に取り組ん
でいます。

地域活性化起業人とは？
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　令和７年第４回稲敷市議会定例会が12月２日（火）から12月 12日（金）までの11日間にわ
たり開かれました。
　本定例会には、議案等が18件（専決処分の承認２件、条例の改正等６件、令和７年度各会計補正
予算８件、市道路線の認定１件、委員会提出議案１件）が審議され、すべて全会一致により承認・原
案可決されました。
　議会の審議経過及び議決の結果については次のとおりです。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
12 月 2 日（火） ・開会

・議案等 17 件が上程され、市長より市政報告・提案理由説明を受ける。

（３日　議案調査のため休会）

12 月 4 日（木） ・議員６名による市政一般に関する通告質問を行う。

12 月 5 日（金） ・議員４名による市政一般に関する通告質問を行う。

・各常任委員会へ議案 17 件を付託する。

12 月 8 日（月） ・総務教育常任委員会審査

12 月 9 日（火） ・市民福祉常任委員会審査

12 月 10 日（水） ・産業建設常任委員会審査

（11 日　議事整理のため休会）

12 月 12 日（金） ・各常任委員長から付託議案について審査報告を受け、議案 17 件の討論、採決
を行う。

・議会改革調査特別委員会の中間報告を行う。

・委員会提出議案１件（議会改革調査特別委員会）が上程され、提出者からの提
案理由説明を受けたのち、質疑、討論、採決を行う。

・閉会

令和７年第４回  稲敷市議会定例令和７年第４回  稲敷市議会定例会会
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議案等番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第99号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（和解及び損害賠償の額を定め
ることについて）

佐倉地内で発生した事故の和解及び
損害賠償の額を 21 万 4,720 円と定め
るもの

総務教育 承認
（17：0）

議案第100号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（和解及び損害賠償の額を定め
ることについて）

あずま北小学校における著作権事案
の和解及び損害賠償の額を 23 万１千
円と定めるもの

総務教育 承認
（17：0）

議案第101号
稲敷市あずま生涯学習センター設
置、管理及び職員に関する条例の制
定について

あずま生涯学習センターを芸術、文
化及び教育の振興と地域の活性化を
図る新たな施設として設置するもの

総務教育 原案可決
（17：0）

議案第102号 稲敷市印鑑条例の一部改正につい
て

「電気通信事業法及び日本電信電話株
式会社等に関する法律の一部を改正
する法律」 の施行に伴い、引用条項を
改正するもの

市民福祉 原案可決
（17：0）

議案第103号 稲敷市職員の給与に関する条例等
の一部改正について

人事院勧告に基づき市職員の給与に
関する条例等を改正するもの 総務教育 原案可決

（17：0）

議案第104号 稲敷市手数料徴収条例の一部改正
について

コンビニエンスストア等の専用端末機
による証明書の交付手数料の減額期間
を令和９年３月31日まで延長するもの

市民福祉 原案可決
（17：0）

議案第105号 稲敷市公民館設置、管理及び職員に
関する条例の一部改正について

あずま生涯学習センターを本条例か
ら削除するもの 総務教育 原案可決

（17：0）

議案第106号

稲敷市指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例及び稲敷市家庭的保
育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

「栄養士法」の改正に伴い、栄養士免
許を取得せずとも管理栄養士となる
ことが可能になったことから、関係
する条例において所要の改正を行う
もの

総務教育 原案可決
（17：0）

議案第107号 令和７年度稲敷市一般会計補正予
算（第９号）

既定の予算額に２億3,357万５千円を
追加するもの

総務教育
市民福祉
産業建設

原案可決
（17：0）

議案第108号 令和７年度稲敷市国民健康保険特
別会計補正予算（第２号）

既定の予算額に369万１千円を追加す
るもの 市民福祉 原案可決

（17：0）
議案第109号 令和７年度稲敷市介護保険特別会

計補正予算（第２号）
既定の予算額に1,495万６千円を追加
するもの 市民福祉 原案可決

（17：0）
議案第110号 令和７年度稲敷市古渡財産区特別

会計補正予算（第１号）
既定の予算額に 40 万円を追加するも
の 総務教育 原案可決

（17：0）
議案第111号 令和７年度稲敷市後期高齢者医療

特別会計補正予算（第２号）
既定の予算額に 243 万円を追加する
もの 市民福祉 原案可決

（17：0）
議案第112号 令和７年度稲敷市介護サービス事

業特別会計補正予算（第１号）
既定の予算額に 218 万５千円を追加
するもの 市民福祉 原案可決

（17：0）
議案第113号 令和７年度稲敷市工業用水道事業

清算特別会計補正予算（第１号）
工業用水道事業の清算終了に伴い、
13 万８千円を追加するもの 産業建設 原案可決

（17：0）

議案第114号 令和７年度稲敷市下水道事業会計
補正予算（第１号）

汚泥処理に係る一般廃棄物及び産業廃
棄物処理委託等に係る債務負担行為を
７億 4,149 万９千円に設定するもの

産業建設 原案可決
（17：0）

議案第115号 市道路線の認定について 市道（江）1460 号線及び市道（江）
2491 号線を認定するもの 産業建設 原案可決

（17：0）
委員会提出議案

第１号 市長専決処分事項の指定について
地方自治法第 180 条に基づき、市長
の専決処分事項の指定をするもの（提
出者　議会改革調査特別委員会）

― 原案可決
（17：0）

令和７年度一般会計補正予算令和７年度一般会計補正予算
２億3,357万５千円を可決２億3,357万５千円を可決

※ 議長（松戸千秋）は採決に加わりません。ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。

そのほか、住民票などのコンビニ交付手数料の減額期間を
１年延長などを可決 各議案概要はこちら
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う
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質
問

　
第
４
回
定
例
会
に
は
、
10
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介

し
ま
す
。

　
写
真
下
部
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
や

専
用
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
と
、
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
視
聴

い
た
だ
け
ま
す
。
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　11 月は児童虐待防止推進月間です。児童虐
待は深刻な問題であり、家庭の孤立や経済的困

窮など、複合的な課題が背景にあります。本市の相談
件数の現状や、通報時の対応体制、児童相談所との役
割分担、未然防止に向けた支援の取組について伺いま
す。あわせて、こども家庭センター設置や啓発の取組
についても伺います。

児童虐待について

マ
イ
ナ
救
急
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
救
急
は
、
救
急
隊
が
マ
イ
ナ
保
険
証
を
活
用
し
、
医
療
情

報
を
確
認
し
た
上
で
、
適
切
な
処
置
や
搬
送
先
選
定
に
つ
な
げ
る
取

組
で
す
。
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
始
ま
っ
た
中
で
、
本
市
の

現
状
と
対
応
、
運
用
上
の
課
題
、
今
後
の
利
用
促
進
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　相談件数は令和５年度16件、令和６年度20件と増加しており、
身体的虐待が多い状況です。通報時は家庭児童相談室を中心に

関係機関と連携し、緊急度判定や安全確認を行い、必要に応じて一時保護につなげ
ています。また、妊娠期からの面談や健診による早期把握に加え、育児負担が大き
い家庭には、子どもを一時的に預かるショートステイ事業を活用しています。令和
８年４月には、こども家庭センターを設置し支援体制を強化します。児童相談所虐
待対応ダイヤル「189（いちはやく）」や市の相談窓口の周知を進めています。

　

稲
敷
広
域
消
防
本
部
で
は
、
13
台
す
べ
て
の
救
急
車
に

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
を
整
備
し
、
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。利
用
実
績
は
10
月
66
件
、
11
月
32
件
で
、
利
用
率
は
４
・
２
％
で
す
。通
報

時
に
マ
イ
ナ
保
険
証
の
所
持
を
確
認
し
、
現
場
で
必
要
な
医
療
情
報
を
閲
覧

す
る
こ
と
で
、
搬
送
先
選
定
や
処
置
に
活
用
し
て
い
ま
す
。情
報
は
必
要
最
小

限
に
限
定
し
、Ｉ
Ｄ
管
理
や
履
歴
確
認
な
ど
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
徹
底
し

て
い
ま
す
。今
後
は
、
マ
イ
ナ
救
急
の
周
知
も
含
め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

促
進
を
課
題
と
し
、広
報
紙
等
も
活
用
し
て
周
知
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
令
和
７
年
11
月
９

日
現
在
３
万
７
，１
５
１
枚
で
、実
際
の
保
有
状
況
は
11
月

21
日
現
在
で
約
82
％
で
す
。マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
の
利
用
も
進
ん
で
い
ま
す
。

浅野

全
救
急
車
で
運
用
開
始
。

周
知
と
利
用
促
進
を
進
め
る

　

マ
イ
ナ
救
急
は
、
迅
速
な
搬
送
判
断
や
治
療
準
備
に
資
す
る
取
組

で
す
。
市
と
し
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
の
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
、
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

浅
野

市
民
生
活
部
長

市
長

危
機
管
理
監

　子どもの命と権利を守ることは最優先です。早期発見・早期介入を基本
に、関係機関と連携し、妊娠期から切れ目のない支援を進めてまいります。市長

浅 野 信 行
議　員

早期対応と未然防止を強化

保健福祉部長

危
機
管
理
監

筧市長



市
政
を
問
う

5 稲敷市議会だより　第83号

市長公室長

市長公室長

市長公室長

市長公室長

山 本 彰 治
議　員

未利用地の処分や利活用を計画
的に進める

未利用の公有地の現状及び今後の
利活用の方向性について

筧市長

　学校や庁舎など市の業務に使用され、自由な処分や活用
ができない行政財産と、行政以外での利活用や処分が可能

な普通財産の違いを踏まえ、稲敷市が保有する公有地の面積の推
移について伺います。

　未利用公有地として抱えている普通財産の面積推移について伺います。

　学校の統廃合が進んだ場合、どの程度の公有地が未利用地と
して増加すると見込んでいますか。

　未利用地の維持費が毎年数百万円かかっている状況を踏まえ、統廃合から生じる未
利用地だけでなく、現在の未利用地も含めて包括的に把握し、利活用や処分を計画的

に進めるべきではないか、伺います。

　未利用の公有地について、普通財産と行政財産の包括的な把握と利活用を進める方
針はあるのか。市長の考えを伺います。

山本

山本

山本

山本

山本

　平成 29 年度の未利用地面積は約 27 万 1,000 平方メートルでしたが、現
時点での未利用地面積は約 25 万 9,000 平方メートルあり、1 万 2,000 平方

メートル減少しています。未利用地の整備に向けて売却等の手続を進めていますが、解消に
は至っていない状況です。

　小中学校再編計画の案どおり統廃合が進むと、令和
16 年度までに小学校７校、中学校２校が減り、市内２小学校、２中学校とな

る予定です。そのまま廃校施設の利活用が図られなければ、普通財産としての未利用地面積
は、最大で約 17 万 1,000 平方メートル増加すると予想しています。

　未利用地については、本年度も東支所隣接地の公売を予定しています。今
後は売却などを基本としますが、その際には近隣住民の不安に配慮しながら

進めていきます。また、利活用検討委員会に諮りながら計画的に処分を進めていきます。

　合併以前から未利用地の問題は存在していましたが、今後は財産管理の包括的な
体制を整え、未利用地の処分や利活用を計画的に進めていきます。また、将来的に

厳しい財政状況が想定されている本市ですので、持続可能な財政基盤を構築するため、最適
な利活用を進めるとともに、不要な公有地の売却や適正な処分を進めていきます。

　稲敷市の公有地の面積は令和６年度末時点で行政財産は約 142 万 1,000 平方
メートル、普通財産は約 78 万 7,000 平方メートルです。過去 10 年の推移では、

学校や庁舎等の統廃合により行政財産は減少し、普通財産は増加しています。

市長
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地域の歴史や思いを尊重し、住みや
すいまちづくりを進める

行政区に対する認識、期待する
役割、支援の考え方について

　地域の担い手不足が懸念される中、地域の自主性を高め
ることはもちろん、行政支援として、役職定年をされた地

域事情に詳しいベテラン職員等の人材を活用し、地域担当職員を
配置する考えはあるか、伺います。

　行政区組織は地域別に特性があり、様々な課題を抱える各行政区が効果的に機能を
発揮するためには、行政からの適切な支援が欠かせません。今後の具体的な支援策に

ついて伺います。

髙山

髙山

　地域担当制は、行政と地域の橋渡し役を強化し、地域の自主性と行政サービ
スの向上につながる仕組みです。本市では、公民館を核としたまちづくりを進

めており、公民館に役職定年者等を配置することで、これまでの行政経験を生かし、各地区
の実情に応じた活動を行っていますので、地域担当制については、現行の公民館を核とした
まちづくりの計画と成果を踏まえながら段階的に検討していきます。

　全国の先進事例を調査研究し、地域組織の在り方や職員・市役所の関わり方を総合
的に検討します。あわせて、地域ごとの歴史や地理的特性を踏まえ、地域の思いを尊

重しながら、コミュニティの維持と住みやすいまちづくりに取り組みます。

今
後
の
財
政
見
通
し
と

将
来
予
測
に
つ
い
て

　
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
ず
に
財
政
運
営
が
可
能
か

ど
う
か
を
伺
い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
や
道
路
、
施
設
等
の
維
持
補
修
費
の
抑
制
が

市
民
生
活
に
不
都
合
や
影
響
を
与
え
て
い
な
い
か
、伺
い
ま
す
。

　
財
政
の
将
来
予
測
に
基
づ
き
、
中
長
期
財
政
計
画
を
策
定
す

る
必
要
性
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
民
の
生
活
満
足
度
向
上
を
目
指
す

　

人
件
費
な
ど
義
務
的
経
費
の
増
加
に
よ
り
、
今
後
は

財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
が
必
要
と
な
る
場
合
も
想
定

さ
れ
ま
す
が
、取
崩
し
額
は
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
の
減
少
は
、
稲
敷
工
業
団
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
新
設
工
事
完
了
や
、
小
中
学
校

施
設
の
大
規
模
改
修
事
業
が
令
和
6
年
度
に
集
中
し
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。ま
た
、
予
算
編
成
で
は
枠
配
分
を
実
施
し
、
必
要
性

や
緊
急
性
を
考
慮
し
て
補
正
予
算
で
対
応
す
る
こ
と
で
、
市
民
生
活

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

重
点
事
業
を
選
択
・
集
中
し
、
中
期
・
中
長
期
の
財
政
計

画
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、将
来
を
見
据
え
た
必

要
な
投
資
に
つ
い
て
は
、
過
疎
対
策
事
業
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を

活
用
し
、市
民
の
満
足
度
向
上
を
目
指
し
た
市
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

髙
山

髙
山

髙
山

髙 山　 久
議　員

筧市長

総務部長

市長

筧
市
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長
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日常点検と情報共有、関係機関
の連携で安全確保に取り組む

　耐用年数を超えた管路がない点は一つの安心材料ですが、下水道管は地中に埋設さ
れており、異常が外から見えにくい施設です。下水道法改正により、腐食のおそれが

大きい排水施設については定期的な点検が求められています。日常的な巡回確認に加え、法
に基づく点検を着実に行うことが、市民の安心につながると考えます。この点について、市
の対応を伺います。

　今年１月、埼玉県八潮市で下水道管の破損により大規模
な道路陥没事故が発生しました。老朽化した下水道管が原

因とされ、市民生活に大きな影響を及ぼした事例です。こ
の事故を受け、本市が管理する下水道管の口径や材質、耐
用年数、また点検の状況について伺います。

　過去５年間、本市では下水道管の破損による陥没事故は発生していないとのことで
したが、事故は突然起こります。私自身、道路陥没を偶然発見し通報した経験から、

初動対応の重要性を強く感じました。迅速な対応に加え、通報者への丁寧な説明は市民の安
心につながると考えますが、市としてどのように対応していくのか伺います。

　国の特別重点調査では、管の口径や耐用年数の条件から本市は対象外とされました
が、それだけで安全が保証されるものではありません。今後は、事故が起きてから対

応する事後対応にとどまらず、予防保全の考え方を取り入れるべきと考えますが、本市の考
えを伺います。

鈴木

鈴木

鈴木

鈴木

下水道管の現状と陥没事故の
未然防止について

　陥没が発生した場合には、速やかに現地確認と応急対応を行い、規模に
応じて関係機関と連携して対応します。また、通報者への説明についても、

丁寧な対応を心がけていきます。

　腐食のおそれが大きい排水施設については、今後、優先順位を定め、法に基づ
いた点検を計画的に実施していきます。

　本市の下水道管は、口径が最大でも 800 ミリメートルで、塩化ビニール
管を中心に、鋳鉄管やコンクリート管などが使用されています。国の基準

を踏まえ、目標耐用年数を設定して管理しており、耐用年数を超えた管路はありません。

　市民の安心・安全を守るため、点検結果や陥没履歴を共
有し、関係機関との連携を強化してまいります。今後も日

常点検を徹底し、陥没事故の未然防止に取り組んでいきます。

市長

筧市長

土木管理部長

土木管理部長

鈴 木 正 志
議　員

副市長
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　稲敷市の平和推進事業の現状について伺います。

　平和教育として、広島・長崎への小中学生の現地派遣事業を復活させるべきではな
いか、見解を伺います。

市民とともに平和の尊さを学ぶ
機会を提供

平和推進事業の現状について

学
校
給
食
無
償
化
の
継
続
に
つ
い
て

　
学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て
、
来
年
度
も
予
算
を

継
続
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
献
立
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
栄
養
が
十
分
に
確
保

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
稲
敷
市
の
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
の
考
え
方
と
取
組
に
つ
い

て
、
今
後
も
継
続
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　市では、核兵器廃絶平和都市宣言の採択や平和首長
会議への加盟を通じて、平和推進事業を進めています。

広島市平和記念式典への中学生派遣は令和２年度以降中止していま
すが、代替として令和５年度から阿見町の予科練平和記念館の講師を各中学校へ派遣していま
す。今年度は被爆体験伝承者の講話も計画しています。また、原爆パネル展や平和学習映画会を
開催し、平和の尊さや戦争の悲惨さを学ぶ機会を設けています。

　平和教育の現地派遣事業は、新型コロナウイルス感染症の影響で中止となり、
現在は講師を招いた講話形式に転換しています。この形式には、教育機会の公平性、

教育効果の高さ、事業の持続可能性というメリットがあります。今後も学校や関係者の意見を
参考にしながら、より効果的な平和学習の方法を検討し、平和意識の醸成に努めていきます。

　

令
和
８
年
度
も
物
価
高
騰
の
状
況
を
鑑
み

て
継
続
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
国
の
政
策

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
恒
久
的
な
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
本
市
の
学
校
給
食
で
は
、地
元
産
の
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
や
お
米
を
年
間
を

通
し
て
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、
江
戸
崎
カ
ボ
チ
ャ
、
レ
ン
コ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
の
地
場
農
産
物
を
献
立
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

食
に
関
す
る
知
識
や
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。今
後
も
生
産
者
や

納
入
者
と
連
携
し
、地
場
農
産
物
を
積
極
的
に
活
用
し
て
食
育
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
献
立
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、多
様
性
、コ
ス
ト
を
考
慮
し

て
作
成
し
て
い
ま
す
。栄
養
士
が
計
算
を
行
い
、
地
産
地
消
や
食
育
を

重
視
し
な
が
ら
、
物
価
高
の
中
で
も
質
を
落
と
さ
な
い
よ
う
予
算
を
確
保
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
成
長
に
必
要
な
栄
養
量
は
十
分
摂
取
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

椎
野

椎
野

椎
野

総務部長

令
和
８
年
度
も
継
続
す
る
予
定

教
育
部
長

椎野

椎野

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

椎 野　 隆
議　員総務部長

総務部長

※
こ
の
ほ
か
、
物
価
高
対
策
と
し
て
の
水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て
や
イ
ノ
シ
シ

対
策
の
現
状
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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　活動の充実と人材確保を目的に、昨年度よりファミリー
サポートセンター（ファミサポ）は民間委託へと移行しま

した。育児支援サービスであるファミサポの現状と子育て支援の
在り方について伺います。

　子育て世代への家事代行サービスについて伺います。

　おむつやミルク代の助成について、市としての見解を伺います。

　送迎の強化、家事支援の導入、消耗品助成の三つの施策について、市長の見解を伺
います。

無藤

無藤

無藤

無藤

ファミサポの現状と今後の子育て
支援の在り方は

　ファミサポ事業は、子どもの預かりや送迎支援を中心としており、家事
代行を目的とする支援は制度上対象外となっています。そのため、現時点

での導入は困難となっています。しかしながら、家事代行業者の参入や利
用実態、他自治体の支援制度の動向について調査を進めており、費用負担、
安全性、公平性を総合的に考慮しながら、継続して検討していきます。

　おむつやミルクなどの乳児消耗品助成については、保護者負担の軽減が
期待できる一方で、対象範囲や所得制限、利用実績の管理、財政負担など

の課題があります。現在、他の子育て支援施策との整合性や財政に対する影響を検討してい
る段階であり、現時点での導入予定はありませんが、社会情勢や国の動向を踏まえ、必要性
を注視していきます。

　子育て家庭が安心して生活できる環境整備が重要であると考えています。ファミサ
ポ事業の委託により、支援の質を高めてきましたが、社会構造の変化に伴い、家事支

援サービスや消耗品補助などへのニーズが高まっていることも認識しています。今後は、子
育て支援全体のバランス、財政状況、公平性を考慮しながら、必要な支援が選択できるまち
づくりを進めていきます。

必要な支援が選択できるまちづ
くりを進めていく

　令和６年度より民間事業者に委託し、サービスの拡充を図ってきました。
預かり対象を未就学児から小学生まで拡大し、送迎を含む預かりにも対応

可能としています。また、専任アドバイザーを配置したことで、利用者対応や会員マッチング
が迅速化しました。委託費は年額711万円で、依頼会員は113人から141人へ、提供会員は23
人から30人へ増加しています。提供会員のうち送迎が可能な方は７名であり、そのため提供
会員の負担が偏らない体制づくりを行っています。

無藤智恵美
議　員

筧市長

保健福祉部長

保健福祉部長

保健福祉部長

市長
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　天井部分の防音工事は、空港に極めて近い一部の区域のみが対象であり、
本市は該当しません。市民の要望を受け、国土交通省航空局や成田空港地域

共生部と意見交換を行い、天井防音の必要性や飛行ルート適正化などの要望を共有しました。

　耕作放棄地を利用して航空燃料の原料となる作物を栽培する試み
は、環境保全やカーボンニュートラルの観点から注目されています。

成田空港では、成田市内の耕作放棄地でソルガムというエネルギー作物の栽培実証実験を行っ
ています。本市でも成田空港から講師を招いた勉強会の開催など、知見を深めていきます。

　航空機の通過が直接的な原因となる可能性は極めて低いと考えられてい
ます。また、航空機に関する相談は、河内町の茨城地域相談センターで対

応しており、市のホームページで情報提供する予定です。

生活環境対策や成田国際空港との
共存共栄に向けた要望活動を実施

生活環境の保全について

　犯罪抑止効果が期待される抑止看板の設置について、
進捗状況を伺います。

　成田空港の防音工事における木造住宅天井部分の防音対策に
ついて、国土交通省との協議内容を伺います。

　耕作放棄地を利用した航空燃料原料作物の栽培について、成田空港の取組を伺います。

　飛行機通過時にＬＡＮルーター通信エラーの発生について、原因と対応を伺います。

寺﨑

寺﨑

寺﨑

寺﨑

筧市長

　犯罪抑止看板設置については、令和８年度当初
予算に予算要求を行っているところです。市が設

置した防犯カメラ 61 基のうち、主要交差点や人けの少ない通学
路沿いなど 30 か所に「防犯カメラ作動中」の表示看板を設置するこ
とで、犯罪抑止や市民の防犯意識向上を目指します。

　

少
子
化
対
策
と
し
て
乳
幼
児

ふ
れ
あ
い
体
験
は
意
義
深
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合

い
は
中
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
で
あ

り
、
学
校
で
の
導
入
の
可
能
性
は
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
が
進
む
中
、
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
く
経
験
が
な
い
子
ど
も
た
ち

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

行
政
単
独
で
は
難
し
い
面
も
あ
る
た
め
、

実
績
あ
る
民
間
団
体
と
の
連
携
を
検
討
し
、

少
子
化
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

寺﨑久美子
議　員危機管理監

市民生活部長

市民生活部長

農業委員会事務局長

地
域
少
子
化
対
策
重
点

推
進
事
業
に
つ
い
て

　
乳
幼
児
期
の
環
境
づ
く
り
や
少

子
化
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
乳
幼
児
ふ
れ
あ
い
体
験

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付

金
を
活
用
し
た
乳
幼
児
ふ
れ
あ
い
体

験
に
つ
い
て
、市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

庁
内
横
断
的
に
進

め
て
い
く

寺
﨑

寺
﨑

筧
市
長

教
育
長

市
長
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　稲敷市の未来のため、最良の方向性を見いだす努力を惜しまず取り組
む覚悟です。市民の意見を押し切ることはせず、不安を取り除くために

丁寧に説明を行い、計画を策定していきます。策定後も５年ごとに見直しを行い、
関係者に説明しながら進める方針です。

　桜川地区の小中学校統合に関しては、将来の児童生徒数の見込みを基に最善の
整備計画を策定する必要があると認識しています。統合時期や統合先については、

保護者や関係者の意見を受け止め、丁寧に話し合いながら検討して進めていきます。

筧市長

市長

　小学校統廃合に関し、桜川地区の意見交換会で示された
教育委員会の学校再編成実施計画案については、反対意見

が多く出ました。執行部は今後どのように対応して進めていくの
か、桜川地区の統合時期や統合先について、保護者の意見を尊重
し、計画を見直すことがあるのか伺います。

　意見交換会での市民の声を踏まえ、市民の意見を押し切ることなく、最良の方向性
を見いだす努力をしていただけるのか伺います。

篠田

篠田

小学校統廃合の桜川地区への対応は
関係者への丁寧な説明に努める

　桜川地区の意見交換会では、少子化の現状や学校再編の必要性については一定の
理解が得られたと考えていますが、示した案に賛成の意見はありませんでした。

２
０
２
６
年
４
月
か
ら
実
施
で
き

る
よ
う
検
討

　
地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
の
概
要
と
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校
の
魅
力
向
上
に
つ
い
て
、
複
数
の

議
員
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
す
が
、
庁
内
で
の
状
況
と
具
体
的

な
進
展
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
を
活
用
し

た
取
組
は

篠
田

篠
田

　

地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
は
、各
省
庁
の
公
募
職
員

で
あ
る
地
方
創
生
支
援
官
が
自
治
体
に
助
言
等
を
行

う
制
度
で
あ
り
、支
援
期
間
は
令
和
７
年
４
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で

の
１
年
間
で
す
。本
市
で
は
、
高
校
生
へ
の
支
援
不
足
が
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
、地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校
と
の
連
携
を

強
化
し
、
高
校
の
魅
力
向
上
を
図
り
な
が
ら
協
議
を
進
め
、
市
内
高
校
生

に
対
す
る
施
策
の
検
討
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。ま
た
、
制
度
終
了

後
も
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
た
支
援
官
と
の
人
脈
を
途
切
れ
さ
せ
る
こ
と

な
く
、協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

議
員
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
は
、２
０
２
６
年
４
月
か
ら
実

施
で
き
る
よ
う
庁
内
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な

方
面
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、具
体
的
な
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

篠 田 純 一
議　員

筧
市
長

市
長

教育部長

教育長

市
長
公
室
長

※
こ
の
ほ
か
、地
域
活
性
化
起
業
人
活
動
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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染谷久仁桂
議　員

各補助金や道路改良工事などに充当

成田国際空港からの交付金の
使われ方について

　昨年度の成田国際空港周辺対策交付金の使途について、
具体的な内訳を伺います。

　成田国際空港周辺対策交付金のうち、道路整備および空港に関連する消防施設整備
の選定基準について伺います。

　英語教育に関わるフライト体験が子どもたちの将来の就職にどのようにつながるの
か、また市民への周知方法について伺います。

染谷

染谷

染谷

　空調施設維持管理費補助金が1,553万5,000円、航空機騒
音地域補助金が218万8,000円、テレビ共同受信施設解体

費補助金が８万6,000円、道路改良工事が１億2,228万8,000円、消防施設整備費が474万3,000円です。

　道路整備については旧町村間で概ね均一になるよう選定し、消防施設の整備
は、空港や航空機の災害に備えるため、空港周辺に配置される消防施設が対象

となっています。

　航空業界を身近に感じ、楽しみながら学び、将来について考える機会を提
供し、グローバルな視点を持ったキャリア教育を推進しています。市民への

周知は、広報紙や市ホームページ、ＬＥＤビジョンなどで行っています。

本
市
の
子
育
て
支
援
政
策
に
つ
い
て

稲
敷
市
に
適
し
た
支
援
策
を

協
議
し
て
い
る

　
高
校
生
へ
の
通
学
補
助
事
業
が
こ
れ
ま

で
実
現
し
な
か
っ
た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

　
高
校
生
の
通
学
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。副
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
住
宅
の
充
実
が
移
住
定
住
の
鍵
と
な
る
中
、

新
利
根
庁
舎
跡
地
を
成
田
空
港
雇
用
者
向
け
の
子
育
て
支
援

住
宅
と
し
て
活
用
す
る
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

高
校
生
の
通
学
手
段
に
は
路
線
バ
ス
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎
な

ど
が
あ
り
、
現
状
で
は
路
線
バ
ス
の
定
期
券
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
の
通
学
手
段
に
も
公
平
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
、

こ
れ
ま
で
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

高
校
生
の
通
学
補
助
施
策
は
、
物
価
高
騰
の
中
で
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、

通
学
支
援
を
含
む
高
校
生
支
援
の
制
度
設
計
を
進
め
て
お
り
、
案
が

ま
と
ま
り
次
第
、
議
会
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

　

新
利
根
庁
舎
跡
地
の
子
育
て
支
援
住
宅
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
12
月
議
会
で
の
債
務

負
担
行
為
に
対
す
る
意
見
を
踏
ま
え
、事
業
の
検
証
を
進
め
て
い
ま
す
。

染
谷

染
谷

染
谷

副
市
長

市長公室長

地
域
振
興
部
長

総務部長

総務部長

総務部長

市
長
公
室
長

※
こ
の
ほ
か
、
防
犯
対
策
や
社
会
教
育
に
つ
い
て
、
ま
た
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ

ゲ
イ
ト
ウ
対
策
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長
公
室
長
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　本市ではＤＸを全庁的に推進しており、稲敷市
ＤＸ推進計画に基づき、今後もデジタルツールを

活用したワンストップ手続やオンライン化を推進し、
住民の利便性向上と職員の事務負担軽減を図ります。

　ＤＸを利用して電子マネー等で給付した場合、便利に感じ
る方がいる一方で、キャッシュレス対応をしていない地域商

業者支援や電子決済の使用に不安を感じる高齢者を考慮すると慎重な検討が必要です。

　地域のデジタルインフラの推進を積極的に進めつつ、行政内部の事業の
効率化や市民の方々の利便性向上が図られるよう、アナログ、デジタルの

適正な判断を含めて取り組んでいかなければならないと考えます。

　ＤＸ普及拡大について、今後の取組や方針について伺い
ます。

　給付金の電子化について、保健福祉部と地域振興部の見解を伺います。

　ＤＸ推進に伴う全庁横断的な体制について、市長の見解を伺います。

中沢

中沢

中沢

市民サービスの向上と行政運営
の効率化を進める

市長公室長

早
期
完
了
を
目
指
す

　

本
市
の
地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ま

た
課
題
は
何
か
伺
い
ま
す
。

　
今
後
の
地
籍
調
査
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
の
地
籍
調
査
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て　

市
の
地
籍
調
査
は
、
江
戸
崎
地
区
と
新

利
根
地
区
は
１
０
０
％
完
了
し
て
い
ま
す

が
、
桜
川
地
区
で
は
約
５
割
、
東
地
区
で
は
約
３
割
ま
で
が
完
了

し
て
い
ま
す
。現
在
も
令
和
２
年
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
国
土

調
査
十
箇
年
計
画
に
基
づ
き
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
が
、東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
基
準
点
や
境
界
座
標
の
ず
れ
が
生
じ
た
た
め
、

そ
れ
ら
の
再
調
査
を
優
先
し
て
お
り
、計
画
よ
り
遅
れ
て
い
る
状

況
で
す
。地
籍
調
査
が
進
ま
な
い
理
由
は
、
隣
接
す
る
土
地
所
有

者
同
士
が
境
界
を
確
認
し
合
意
す
る
た
め
に
時
間
と
手
間
が
か

か
る
こ
と
、土
地
所
有
者
の
高
齢
化
や
相
続
関
係
者
が
増
え
る
こ

と
で
立
会
い
が
難
し
く
な
る
こ
と
、さ
ら
に
専
門
知
識
を
要
す
る

職
員
が
必
要
で
効
率
化
が
進
み
に
く
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

中
沢

中
沢

　
地
籍
調
査
は
土
地
取
引
や
ま
ち
づ
く
り
の
円
滑
化
、
固

定
資
産
税
や
不
動
産
登
記
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で

あ
り
、ま
た
、災
害
復
旧
の
迅
速
化
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
円
滑
化
な
ど

か
ら
も
必
要
な
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
、早
期
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

筧
市
長

筧市長

本市におけるＤＸ推進の進捗状況について

　市民サービスの向上と行政運営の効率化を両輪で進め、市民、企業、行政がデジタル技術を活用
してつながるまちづくりを進化させ、豊かな暮らしと持続可能な地域社会の実現を目指します。市長

土
木
管
理
部
長

中 沢　 仁
議　員

保健福祉部長

地域振興部長

市
長



常常任任委委員員会会のの審査経過と結果常常
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
髙
山
　
久
　

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
８
議
案
の
審

査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
０
１
号　

稲
敷
市
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
設
置
、
管
理
及
び
職
員
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
当
初
よ
り
、
公
民
館
と
し
て
の
利

用
の
制
限
を
な
く
し
、
地
域
住
民
や
民
間
事
業
者
等
に

対
す
る
貸
館
の
対
象
を
拡
大
す
る
た
め
、
あ
ず
ま
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
を
公
民
館
設
置
条
例
か
ら
除
外
し
、
新

た
に
条
例
を
定
め
る
も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
条
例
第
６
条
に
定
め
る
不
許
可
に
つ
い

て
、
行
政
側
の
裁
量
権
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
場

合
に
不
許
可
と
す
る
の
か
等
の
要
件
を
明
確
に
定
め
た

う
え
で
運
用
を
図
ら
れ
た
い
旨
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

議
案
第
１
０
７
号　

令
和
７
年
度
稲
敷
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
予
算
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
，
３
５
７
万
５
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
３
４
億
１
，
９
４
３
万
９
千
円
と
し
、
併
せ
て
、

債
務
負
担
行
為
の
補
正
及
び
地
方
債
の
補
正
を
行
う
も

の
と
の
説
明
が
あ
り
、
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
歳

入
は
国
庫
負
担
金
に
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
を
追
加

す
る
も
の
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
障
害
者
自
立
支

援
給
付
事
業
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
議
案
第
99
号
、
議
案
第
１
０
０
号
の
事
故

等
に
よ
る
和
解
、
議
案
第
１
０
３
号
、
議
案
第
１
０
５

号
、
議
案
第
１
０
６
号
の
条
例
改
正
、
議
案
第
１
１
０

号
の
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
も
詳
細
な
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
８
議
案
に
つ
い
て
は
、

承
認
・
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
椎
野
　
隆
　

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
７
議
案
の

審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
０
２
号　

稲
敷
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日

本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
法
令
と
引
用
条
文
と
の

整
合
を
図
る
た
め
引
用
す
る
条
項
を
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
４
号　

稲
敷
市
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で

発
行
で
き
る
証
明
書
に
つ
い
て
、
現
在
、
行
っ
て
い
る

手
数
料
の
減
額
措
置
が
令
和
８
年
３
月
31
日
で
終
了

す
る
た
め
、
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
、

延
長
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
８
号　

令
和
７
年
度
稲
敷
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）の
審
査
で
は
、

交
付
金
の
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
返
還
金
と
し
て

２
９
８
万
１
千
円
の
増
額
補
正
を
す
る
も
の
な
ど
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
１
２
号　

令
和
７
年
度
稲
敷
市
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）の

審
査
で
は
、
既
定
の
予
算
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
１
８
万
５
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
は
、
居
宅
介
護
予

防
支
援
サ
ー
ビ
ス
費
収
入
が
当
初
よ
り
増
え
る
見
込
み

で
あ
る
こ
と
、
歳
出
は
、
民
間
の
事
業
所
に
居
宅
介
護

支
援
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
を
委
託
す
る
費
用
と
し
て
増

額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
議
案
第
１
０
７
号
、
議
案
第
１
０
９
号
、

議
案
第
１
１
１
号
に
つ
い
て
も
詳
細
な
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
７
議
案
に
つ
い
て
は
、

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
黒
田
　
茂
勝
　

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
４
議
案
の

審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
０
７
号　

令
和
７
年
度
稲
敷
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
９
号
）の
う
ち
、

　

農
政
課
所
管
で
は
、
交
付
金
精
算
な
ど
の
事
務
的
補

正
の
ほ
か
、
病
害
虫
防
除
薬
剤
補
助
事
業
に
つ
い
て
、

補
助
金
申
請
の
増
加
に
伴
い
１
１
２
万
４
千
円
を
増

額
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
課
所
管
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
業

務
お
よ
び
路
線
バ
ス
運
行
補
助
に
係
る
経
費
に
つ
い
て

補
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
課
所
管
で
は
、
公
園
施
設
の
警
備
委
託
に
係
る

債
務
負
担
行
為
の
追
加
お
よ
び
道
路
補
修
等
に
対
応
す

る
た
め
、
道
路
維
持
費
に
４
千
万
円
を
増
額
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
１
３
号　

令
和
７
年
度
稲
敷
市
工
業
用

水
道
事
業
清
算
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）の
審

査
で
は
、
事
業
清
算
に
伴
い
、
歳
入
歳
出
予
算
を
整
理

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
１
４
号　

令
和
７
年
度
稲
敷
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）の
審
査
で
は
、
維
持

管
理
業
務
等
に
つ
い
て
、
長
期
継
続
契
約
に
よ
る
債
務

負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
案
第
１
１
５
号　

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

の
審
査
で
は
、
県
道
改
良
工
事
に
伴
い
移
管
さ
れ
る
路

線
お
よ
び
稲
敷
工
業
団
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
に

伴
う
路
線
の
２
路
線
を
新
た
に
認
定
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
は
、

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
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議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
進
め
て
き
た
審
査
や
決
定

事
項
に
つ
い
て
、
中
間
報
告
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
当
委
員
会
は
、
本
年
第

３
回
定
例
会
の
最
終
日
に
全
会
一
致
で
設
置
さ
れ
、
委
員
９
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
ず
、「
議
員
定
数
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
10
月
21
日
に
開
催
し
た
全

員
協
議
会
で
全
議
員
か
ら
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
状
維
持
を
求

め
る
声
が
多
く
、
委
員
会
と
し
て
は
今
回
の
調
査
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
次
に
、「
市
長
専
決
処
分
事
項
の
指
定
」
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
権
限
を
保

ち
つ
つ
、
軽
微
な
和
解
や
少
額
の
損
害
賠
償
な
ど

を
迅
速
に
処
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
地
方

自
治
法
第
１
８
０
条
を
活
用
し
、
専
決
処
分
の
対

象
を
あ
ら
か
じ
め
議
会
で
定
め
る
案
を
、
今
定
例

会
で
委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
上
程
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
専
決
処
分
後
の
報
告
は
従
来
ど
お

り
行
わ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
指
定
内
容
の
見
直
し

も
可
能
で
す
。
施
行
は
令
和
８
年
４
月
１
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
調
査
項
目
を
整
理
す
る
中

で
、
委
員
会
構
成
の
見
直
し
に
加
え
、
委
員
か
ら

「
政
務
調
査
費
の
導
入
」「
会
派
制
の
検
討
」「
議

員
費
用
弁
償
の
在
り
方
」
な
ど
の
提
案
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
順
序
に
つ
い
て
は
、

委
員
長
に
一
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
が
、
現
時
点
ま
で
の
議
会
改
革
調
査
特
別

委
員
会
の
主
な
審
査
内
容
と
決
定
事
項
で
す
。
今

後
も
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た
議
会
を

め
ざ
し
、
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
、令
和
７
年
４
月
に
太

陽
光
発
電
設
備
設
置
条
例
を
施
行
し

た
常
陸
大
宮
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

同
条
例
の
制
定
背
景
と
し
て
、
近

年
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
普
及
が
進
む

一
方
で
、
自
然
環
境
や
景
観
、
生
活
環

境
へ
の
影
響
や
土
砂
災
害
の
発
生
等
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
豊
か

な
自
然
環
境
や
美
し
い
景
観
、
生
活
環

境
の
保
全
と
太
陽
光
発
電
事
業
と
の
調

和
を
図
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正

な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
項
を
条
例
で

定
め
た
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
条
例
で
は
、
対
象
設
備
の
範
囲
や
禁
止

区
域
、
抑
制
地
域
の
設
定
な
ど
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、
環
境
保
全
と
太
陽
光
発
電
設

備
と
の
調
和
を
目
指
し
た
運
用
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
今
後
の
条
例
制
定
に
向

け
、
参
考
と
な
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
君
津
市
の
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
橋
梁
点
検
と
、
鋸
南
町

の
「
道
の
駅 

保
田
小
学
校
」
を
視

察
し
ま
し
た
。
君
津
市
は
２
２
９
橋

を
管
理
し
、
多
く
が
供
用
か
ら
50
年

以
上
経
過
。
令
和
元
年
か
ら
職
員
に

よ
る
ド
ロ
ー
ン
点
検
を
行
い
、
外
部

委
託
費
約
７
千
万
円
を
削
減
し
て
い

ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
が
入
れ
な
い
場
所

は
地
元
業
者
が
補
完
し
、
Ａ
Ｉ
診
断

の
活
用
が
今
後
の
課
題
で
す
。「
道

の
駅 

保
田
小
学
校
」
は
、
廃
校
を
再
生

し
た
複
合
施
設
で
、
宿
泊
・
飲
食
・
物
産

販
売
を
展
開
。
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位

に
入
り
、
年
間
売
上
約
10
億
円
、
来
場
者

約
97
万
人
を
記
録
し
、
自
立
運
営
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
視
察
を
通
じ
、
効
率
的
な

施
設
管
理
と
地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
域

活
性
化
は
、
本
市
に
と
っ
て
大
変
参
考
と

な
り
ま
し
た
。

視
察
日
：
令
和
７
年
10
月
27
日（
月
）

視
察
先
：
茨
城
県
常
陸
大
宮
市

視
察
日
：
令
和
７
年
10
月
28
日（
火
）

視
察
先
：
千
葉
県
君
津
市
、鋸
南
町

ドローンによる橋梁点検
委
員
長

　
黒
田
茂
勝

副
委
員
長

　
鈴
木
正
志

委
員

　
浅
野
信
行

　
中
村
三
郎

　
岡
沢
亮
一

　
根
本　
浩

委
員
長

　
椎
野　
隆

副
委
員
長

　
染
谷
久
仁
桂

委
員

　
伊
藤　
均

　
根
本
光
治

　
松
戸
千
秋

　
篠
田
純
一

委
員
長　
根
本 

光
治

副
委
員
長　
岡
沢 

亮
一

委　
　
員　
浅
野 

信
行

　
　
　
　
　
髙
野 

貴
世
志

　
　
　
　
　
伊
藤　

 

均

　
　
　
　
　
中
村 

三
郎

　
　
　
　
　
篠
田 

純
一

　
　
　
　
　
山
本 

彰
治

　
　
　
　
　
寺
﨑 

久
美
子

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告

太陽光発電設備設置条例について
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発
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代
表
）

月2 24 日火となります。
次回定例会開会予定は

※変更になる場合があります。
●午前 10時より
●開催場所：稲敷市庁舎４階　議会議場
　（稲敷市犬塚 1570番地１）
●電話：029-892-2000（代表）

委
員
長　
　
染　
谷　
久
仁
桂

副
委
員
長　
　
鈴　
木　
正　
志

委　
　
員　
　
黒　
田　
茂　
勝

委　
　
員　
　
椎　
野　
　
　
隆

委　
　
員　
　
髙　
山　
　
　
久

委　
　
員　
　
無　
藤　
智
恵
美

市議会ホームページをご覧ください
稲敷市ホームページ　http://www.city.inashiki.lg.jp/
スマホアプリ「マチイロ」で議会だよりがご覧になれます。 

稲敷市議会 検索

環境にやさしい植物油インキを使用しています。
再生紙を使用しています。

「
も
と
も
と
こ
の
世
に
道
は
な
い
。
人
が

多
く
歩
け
ば
道
に
な
る
」

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
、
親
し
ん
で
読

ん
で
頂
け
た
ら
と
考
え
、
表
紙
を
は
じ

め
中
身
の
構
成
に
も
編
集
委
員
が
、
い
ろ

い
ろ
と
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
校
正
作
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
議
会
で
何
を
議
論
し
て
い
る
の
か
」

「
議
員
は
何
を
し
て
い
る
の
か
」
全
て
を

お
伝
え
す
る
こ
と
は
出
来
て
い
ま
せ
ん

が
、
工
夫
し
な
が
ら
「
伝
え
る
」
努
力
を

重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
市
民
の
皆
様
へ
の
説
明
責
任
の
一
助

に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
民
に
一
番
身
近
な
議
会
で
あ
る
市
議

会
こ
そ
が
、
こ
の
変
化
の
激
し
い
時
代

の
市
民
生
活
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
民
の
声
を
聴
く

広
聴
と
広
報
の
充
実
が
必
要
で
す
。
多
く

の
市
民
の
皆
様
と
「
議
会
だ
よ
り
」
を
通

し
て
、
共
に
歩
み
、
大
き
な
道
を
創
り
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

	

（
髙
山　

久　

記
）

　議会の傍聴は、稲敷市役所庁舎４階で開催当日に
受け付けています。
①受付時間は午前８時 30 分から
②傍聴の予約はできません
③傍聴席は 50 席（他、報道関係８席）
　車椅子スペース３席程度
④庁舎１階のモニターで議会の生中継を行います
　次回の詳しい日程については、議会事務局までお
問い合わせください。

議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか

　市議会には、市長が提出する議案のほかに、常
任委員会や特別委員会など、担当分野ごとに設置
された委員会が独自に提案できる「委員会提出議
案」という制度があります。これは、委員会での
調査・審査・協議の中で必要性が認められた事項
について、委員会として議案等を上程できる仕組
みです。委員会提出議案は、会議規則により委員
会付託を行わず、委員長報告の後、本会議で質疑・
討論・採決へと進む点が特徴です。また、議員が
自ら作成して提出する「議員提出議案」もありま
すが、こちらは内容に応じて委員会付託を
行う場合があるなど、手続きが異なります。

　当市の農業振興について視察がありました。栃
木県壬生町議会、山梨県甲府市議会、熊本県人吉
市議会の皆さまが来庁され、スマート農業の取組
みや担い手支援策について説明を行いました。本
市では、ＩＣＴ機器やロボット技術の導入支援に
加え、就農者支援などにより、地域農業の担い手
確保と持続的な農業経営を推進しています。

議会トピック 当市の農業振興について
視察がありました

今定例会では、特別委員会より「市長専決処分事項の
指定」が上程され、可決されました。※ P3参照

委員会提出議案とは？


